
琵琶湖のコイヘルペスウイルス（ＫＨＶ）病の現状－Ⅱ

[要約]平成18年1～12月に、琵琶湖で漁獲されたコイのＫＨＶに対する抗体価を測定し

た結果、体長40cm以上のコイは年間を通じて高い抗体価を示した。体長40cm未満のコイ

では抗体価が低い状況で推移していたが、5月に抗体陽性個体の割合が上昇し、6月にＫ

ＨＶ病が発生した。ＫＨＶ病終息後の11～12月に漁獲された当歳魚の約3割が抗体陽性

個体であった。平成18年の琵琶湖では、体長40cm前後のＫＨＶ未感染魚を中心にＫＨＶ

の感染が拡大した。その後、ＫＨＶに対する抗体を保有した耐過コイの割合が増加して

いることから、今後、ＫＨＶ病による斃死は減少していくものと考えられる。
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[背景・ねらい]

平成16年に琵琶湖でＫＨＶ病が発生し、コイの大量斃死が起こった。その際、回収され

た斃死コイの大部分を体長40cm以上の大型個体が占めており、小型のコイの斃死は少なか

った。大量斃死終息後に琵琶湖で漁獲されたコイのＫＨＶに対する抗体価を測定した結果、

体長40cm未満のコイの9割はＫＨＶに対する抗体を保有せず、ＫＨＶ未感染魚であること

が明らかとなった。そこで、琵琶湖のコイを定期的にサンプリングし、ＫＨＶに対する抗

体価を測定することにより、琵琶湖のコイのＫＨＶ感染状況の把握を試みた。

[成果の内容・特徴]

①平成18年1～12月にかけて琵琶湖で漁獲されたコイ298尾の体長を測定し、血清を採取し

て、ＫＨＶに対する抗体価をELISA法で測定した。

②抗体価は標準として使用しているＫＨＶに感染履歴のあるコイの血清の値を1とした

ときの相対値であり、感染履歴のない個体でも0.3程度までの値をとる場合があり、0.4

以上をＫＨＶに対する抗体を持つ（抗体陽性）と判定した。

③体長40cm以上のコイは、年間を通じて高い抗体価を示し、全体の87.0％が抗体陽性であ

った（図２）。これらの個体は、一度ＫＨＶに感染し、生き残った個体であると考えら

れる。

④体長40cm未満のコイの抗体陽性個体の割合は1月（6.4％）2月(10.2％)、3月(7.2％)、5

月(26.9％)、6月(35.7％)、7月(50.0％)、11月(26.1%)、12月(37.5％)と体長40cm以上

の個体に比べ低い状況で推移した。

⑤体長40cm未満のコイで、5月に抗体陽性個体の割合が上昇し、6月にＫＨＶ病が発生した。

その際、斃死コイの大部分を体長40cm前後の個体が占めており、平成18年のＫＨＶ病は、

体長40cm前後のＫＨＶ未感染魚を中心に拡大したものと考えられる（図１）。

⑥ＫＨＶ病終息後の11～12月に漁獲された当歳魚の30.4％が抗体陽性個体であった。平成

18年は、新規加入群もＫＨＶに感染し、ＫＨＶに対する抗体を保有した耐過コイの割合

が増加していると考えられる。

[成果の活用面・留意点]

琵琶湖には、ＫＨＶに感染履歴のないコイが生息しており、今後もＫＨＶ病は発生する

が、ＫＨＶに抗体を持った個体の割合が増加しており、斃死数は減少していくものと考え

られる。
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図２．コイの体長と抗体価の関係
（○は11～12月に漁獲された当歳魚を示す）
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図１．琵琶湖でＫＨＶ陽性となったコイの回収日と体長
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